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予算の内訳 昨年との比較

地方交付税
町債（借入金）

２年度
20億9,000万円
12億3,660万円

元年度
20億2,000万円
4億2,110万円

増減額
7,000万円

8億1,550万円

昨年との比較

人　件　費
補 助 費 等

２年度
10億285万円
7億5,186万円

元年度
8億5,019万円
7億7,930万円

増減額
1億5,266万円
▲2,744万円
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義務的経費
支出が義務づけ
られた経費

36.8％

投資的経費
社会資本の整備
に要する経費

25.1％

依存財源
国・県からの
収入・借入金
などの財源

74.8％

自主財源
町で集めた財源

25.2％

一部事務
組合等への
負担金や
民間への
補助金

他会計への
繰出し

町民税・
固定資産税
などの税金

維持補修費
0.6%

消費的な支出
賃金・旅費・
交際費等

国からの
地方交付税借入金

借入金の返済
被扶助者に
支給される
福祉の経費

町職員の
給与共済費

県からの
補助金

国からの
補助金

基金からの
繰入

歳 入
一般会計 59億8,400万円

歳 出
性質別

都市にも負けない  情報通信網を整備令和２年度
注目の事業

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）４月2
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都市にも負けない  情報通信網を整備
情報通信基盤設備改修事業がはじまります

みささこども園に指定管理者制度を導入します
　みささこども園は、令和３年４月から５年間の指定
管理者による運営を開始し、民間活力の活用を図りま
す。（基本的に賀茂保育園と同様）また、竹田保育園は
現状のとおりとし、今後、園児数が減少した場合は統
合を検討します。
※�子育て支援センターは、これまでどおり町で運営し
ます。

４月～５月 指定管理者募集要項案の作成
５月～６月 指定管理者の公募準備、手続開始
７月～８月 指定管理候補者の決定
９月 指定管理者の指定（議会議決）
11月 令和３年度入園受付

令和３年４月 指定管理者による運営開始

 新しい時代を担う放送・通信基盤の整備が進むな
か、光ファイバー網による高速・大容量通信基盤の
整備が必要になっており、町内各家庭への光ファイ
バー網（ＦＴＴＨ方式）を整備し、時代のニーズに
即した情報通信基盤を構築します。これにより、高
画質（４Ｋ・８Ｋ）テレビ放送や、高速インターネッ
ト環境に対応でき、住民生活の維持・向上や、将来
は産業・教育・医療・健康・防災等に活用できるよ
うになります。

令和元年度 実施設計終了
令和２年度 本体工事
令和３年度 宅内工事、撤去工事他

　放送系設備と通信系設備を同時に整備するこ
とにより有利に助成が受けられ、全体工事費は
最大で約13億２千万円の見込みで、そのうち約
３億１千５百万円が実質町負担となる予定です。

光ファイバー整備のイメージ図

電源
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令和２年度 一般会計予算を可決
一般会計予算審査特別委員会報告

　３月16日に一般会計予算審査特別委員会（遠藤勝太郎委員長）を開催しました。この委員会
は５名の委員で構成され、総務教育・産業民生常任委員会で審査した一般会計予算の内容を、さ
らに細かく審査するものです。その結果、２件に対して意見を付し、すべて原案のとおり可決す
べきものと決定しました。

水田農業サポート事業
850万円

意見
　グリーンサービスへの事業支援が従来の500
万円から大幅アップしている。将来展望を含め
た提案が必要。
　水田受託支援単価もグリーンサービス
37,000円／10aと担い手3,000円 /10aと差
が大きすぎる。

回答
　グリーンサービスが農地の受皿の最終的な
組織で、単価には組織の運営費も含まれること
から担い手農家との差が生じている。グリーン
サービスへの支援の方向性は今後も協議する。

鳥獣被害総合対策事業費補助金
（単町） 304万円

意見
　有害鳥獣（イノシシ、シカ）が増え続けている。
被害を減らすため奨励金の上乗せが必要では。

回答
　昨年度から猟期中の奨励金は増額して取り組
んでいる。

意見
　JA三朝支所内の解体処理施設を充実させ、
肉の販売など積極的に取り組むべきではないか。

回答
　ジビエの振興は伯耆ジビエ推進協議会と連
携を図っていく。販売については今後募集する
地域おこし協力隊員の関わり方を含め活用を考
える。

調理センター施設一般経費
（給食配送委託事業） 268万円

意見
　小学校統合により３校から１校になったのに
給食配送委託経費に変更がない。統合のメリッ
トを生かす見直しが必要では。

回答
　再度検証を行い、委託料について検討する。

移住定住促進事業 1,010万円
意見
　新規事業を取り入れ、予算額も大幅アップし
ているが、具体的にどのようにアプローチして
いくか。

回答
　町内に住宅を取得した者への補助制度。建設
会社や設計士等の営業にも活用実績があり、本
町を選んでいただけるPRの方法を研究したい。

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）４月4
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賀茂保育園改修事業 3,000万円

～付帯意見～

意見
　中長期計画に基づき必要な修繕等を行ってい
るが、指定管理者制度に移行して相当年数が経
過している。売却（譲渡）を進めるべきではな
いか。

回答
　民間に譲渡し完全な民営化にすると、町との
関係性が薄くなり、経営状況の悪化等を想定す
ると施設は町が持っていた方がいい。

　予算審査特別委員会として、次の２件に対し
て意見を付け加えました。

○�水田農業サポート事業について、６月を目途
にグリーンサービスのあり方を含め再検討
し、所管委員会に対し協議すること。

○�学校施設整備事業について、早期に小学校建
設予定地を提案すること。

消防操法大会関係費 539万円
意見
　郡操法大会、県操法大会の出場経費は町操
法大会経費の２倍以上かかっている。もっと幅
広く消防活動全体に活用を検討すべきでは。

回答
　自然災害や防災関係にこれまで以上に力を入
れたい。消防の班のない集落に対し、区長を通
じ防災訓練、AEDの講習等協議したい。

史跡等保存活用計画策定事業　200万円
意見
　三徳山と小鹿渓の保存活用計画を策定中で
あるが、中間報告をすべきではないか。

回答
　令和元年度は測量業務をメインに行った。策
定委員を決定し計画の方向性が見えた段階で中
間報告を考えている。

新型コロナウイルスの対応
意見
　新型コロナウイルスの影響で旅館等大きな打
撃を受けている。町として固定資産税の減免等
経済対策の検討をすべきでは。

回答
　町も県と共同で貸付金の利子補給を検討。商
工会や金融機関と協力し、よりよい方策を検討�
する。

国民宿舎事業出資金　16,060万円
意見
　指定管理者になってから３年が経つが、現在
の管理者と今後の計画について早めに協議して
いくべきではないか。

回答
　優先交渉権があるのは現在の指定管理者であ
ることから、令和３年度の契約満了を見据え、
売却を基本に意向を確認しながら協議していく。

学校施設整備事業（繰越明許費）
意見
　繰越事業となった小学校基本設計委託事業
について、いつ頃の完了を見込んでいるのか。
また、現小学校東側の水源影響調査は実施しな
いのか。

回答
　候補地については、６月頃を目標に絞り込み
たい。水源影響調査は候補地選定の結果、必要
と判断した場合に考える。
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‌�監視カメラの設置台数は。
‌�役場庁舎４台と文化ホール３
台設置したい。

‌�去年から防災専門員を設置さ
れている。具体的な仕事内容
は。

‌�町の地域防災計画の修正と職
員に対する防災訓練実施運営、
集落に出向き防災学習、職員
へのAED講習など。

‌�3,000万円以上予算計上して
いるが。

‌�常時25名が参加され、週３日
から５日間利用。その利用日
数を年間積み上げ、この金額
を計上。

‌�この予算はそれぞれの事業所
へ支払うものか。

‌�町民が利用された事業所へ支
払うもの。

‌�指導員の教育、研修費は予算
計上されているか。

‌�三朝東、三朝南学童クラブの
委託料には含まれていない。
町として各クラブの職員研修
会を行う予定。

‌�児童用タブレット整備とある
が、GIGAスクール構想との
関連を。

‌�平成30年度40台整備したタブ
レットの分割払い代金。GIGA
スクール構想とは、１人１台
の端末整備と高速大容量通信
ネットワークを構築するもの。

‌�コンクリートの劣化などによ
り、Ⅰs値（耐震指標）が低下。
大丈夫かどうかの判断はどの
数値で。

Ⅰs値が0.7以上で倒壊は免れる。
‌�現在Ⅰs 値が0.71。基準を下
回るのは何年先か。

‌�何年先か明言できない。毎年
調査が必要。

総務教育常任委員会

庁舎管理特別経費�149万円

防災専門員設置費�285万円

（障害者）就労継続支援
B型事業費� 3,040万円

放課後児童対策費
� 2,495万円

小学校OA機器等備品整
備費� 144万円

三朝小学校の地震による
倒壊の危険性

常任委員会
で慎重審査
委員会における主な質疑

集落でのAED講習会

町内学童クラブの様子

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）４月6
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‌�当初整備から15年が経過し、
老朽化による今回の改修事業
であるが、今回の改修後も15
年が経過すれば、再度、改修
の必要が生じるものか。
‌�今回の光ファイバー網の整備
では、伝送路の中に機器を設
置する必要がないことから、
ケーブルだけの耐用年数で言
えば30年といった期間を想定
している。

‌�定置用蓄電池に、日産リーフ
等の自動車と接続する蓄電池
も補助の対象となるのか。

‌�電気自動車等充給電設備であ
り、定置用リチウムイオン蓄
電システムと併せて、補助対
象となる。

‌�マイナンバーカードの発行状
況は。

‌�現時点での申請は850件で、発
行は700件。全町民に対して
11％の発行割合となっている。

‌�投入堂の眺めをさえぎってい
る樹木の伐採も行うのか。

‌�この事業では、現遥拝所の川
向うに新たな遥拝所を整備し
ようとするもので、用地は町

が準備し、建物は県が整備す
る方針で調整している。
�　投入堂の眺望をさえぎって
いる樹木については、策定中
の史跡等保存活用計画での検
討事項となると考えている。

‌�具体的な事業内容は。
‌�ラマルー・レ・バン町との友
好姉妹都市30周年を記念し
て、友好の鐘の修繕と併せ、
芝生広場をインターロッキン
グで再整備する。

‌�事業活動の支援を行う先のグ
リーンサービスの決算は赤字
にはなっていないのに、支援
額を増額するのは何故か。

‌�増加傾向にある農家からの水
田管理委託希望に可能な限り
対応していくため、グリーン
サービスの事業活動への支援
策として、受託面積の増加に
応じて補助金額も増えていく
仕組みに変えていきたい。

産業民生常任委員会

情報通信基盤設備改修事業
（FTTH方式化）�106,688万円

太陽光発電等普及促進事
業補助金� 285万円

社会保障・税番号制度関
係事業費� 429万円

三徳山遥拝所再整備事業
� 110万円

キュリー広場再整備事業
� 2,181万円

水田農業サポート事業
� 850万円

キュリー広場

三徳山遥拝所
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三朝町は、執行部答弁を除き 1 人 20 分以内の制限
時間内であれば、質問の回数に制限はありません。

※ケーブルテレビでは、一般質問後の最初の日曜日に、一般質問の録画放送を行っています。

一般質問
一般質問は、議員の日常
活動と調査研究、住民の
声や自身の考え方をもと
に、町長や教育長などの
方針を問うものです。

あなたの声を
町政に

ページ 質　　問　　事　　項 質 問 議 員

４人の議員が一般質問をおこないました。

議会だよりでは、スペースの都合上、質問と答弁が要約してありますので、

臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしております。

 ９ １．小学校の廃校に伴う学校備品類の売却について 山口　　博

 １０ １．小学校新校舎建設における関係事項について 松原　成利

 
１１

 １．保育園の今後
  ２．人口減少を止めるには 

遠藤勝太郎

 １２ １．地域の身近な問題 藤井　克孝

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）４月8



次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
般
質
問
」山口

　販売日当日は多くの人が押しか
け、道路の渋滞が発生して近隣に
迷惑をかけたが、１週間前の内覧
日の人出を見て警備員を配置する
ことは考えていなかったか。

教育長
　今回の廃校備品の販売は、役場
内の職員によるプロジェクトチー
ムを設置して計画し、実施した。
　当初、小学校備品の販売では鳥
取市のような状況にならないと考
えていたが、前週の内覧に2000
人近くの人出があり、対応につい
て種々検討して整理券方式とし
た。時間も予算も無かったので警
備員は配置しなかった。
　旧南小の備品販売の場合は、こ
の経験を十分考慮して実施するよ
うにしたい。

山口
　内覧日に、ある集落の人たちが
高齢者が多くなり、公民館に椅子
が欲しいと言っていたのを聞いた
が、町内の公的施設へ廃校備品を
優先配布することは考えたか。

教育長
　予め、三朝小学校、三朝中学校、
役場、保育園、地域協議会に活用
可能な物を引き取ってもらった。

山口
　今回の廃校備品販売単価の設定
は鳥取市役所の例を参考としたと
のことであるが、役所の備品と異
なる学校備品であり、単価に上乗
せはしたのか。

教育長
　先に鳥取市が実施した旧市役所
の備品販売の単価500円・100円を
参考に設定し、上乗せはしていない。

山口
　廃校備品をタダ同然に処分する
ことは少々問題ではあるが、廃棄
処分費用の節約策か。販売の収入
額は約19万円であったと聞く。

教育総務課長
　処分業者に処分費を見
積もってもらったところ
744万円と高額であった。

山口
　旧東小のピアノが500円で売ら
れたと聞いた旧東小の子どもが涙
したと聞き、胸が痛んだ。
　近い将来、旧南小の備品販売が
行われると思うが、学校財産は町
の財産であり、町民の財産でもあ
る。廃校備品の処分には子どもた
ちを傷つけないよう、また町民感情
にも配慮が必要だ。

旧東小の売却当日の混乱は
想定していたのか

廃校備品の町内公的施設へ
の優先配布は

備品売却の単価は鳥取市役
所の例を参考に設定

廃校財産売却は廃棄処分費
の節減策か

学校財産の売却に町民感情
への配慮を

山口　　博 議員

教
　
育 答  鳥取市役所の備品売却の単価を参考にした

問 �売却単価の500円・100円の
設定は何を根拠に決めたか

旧東小学校備品

三朝町は、執行部答弁を除き 1 人 20 分以内の制限
時間内であれば、質問の回数に制限はありません。

※ケーブルテレビでは、一般質問後の最初の日曜日に、一般質問の録画放送を行っています。

一般質問
一般質問は、議員の日常
活動と調査研究、住民の
声や自身の考え方をもと
に、町長や教育長などの
方針を問うものです。

あなたの声を
町政に

ページ 質　　問　　事　　項 質 問 議 員

４人の議員が一般質問をおこないました。

議会だよりでは、スペースの都合上、質問と答弁が要約してありますので、

臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしております。

 ９ １．小学校の廃校に伴う学校備品類の売却について 山口　　博

 １０ １．小学校新校舎建設における関係事項について 松原　成利

 
１１

 １．保育園の今後
  ２．人口減少を止めるには 

遠藤勝太郎

 １２ １．地域の身近な問題 藤井　克孝
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教
　
育 答  検討中であり公表に至らない

問 �小学校新校舎建設の進捗は

松原
　議会全員協議会等で数ヶ所の候
補地が示されているが、現三朝小
学校の敷地と平成28年に候補地
とされた西小学校東側の大瀬地内
は、バス通りや役場、文化ホール
にも近く最適ではないか。

町長
　新たに小学校を建設する場合は
基礎杭整備が必要になることを基
本設計を行う過程で教育委員会か
ら聞いたところで、水脈に影響を与
える可能性が高いと考えている。

松原
　設計業者見解として町水道の取
水に大きな影響があるとのことの
ようだが町長の見解はどうか。

町長
　基礎杭を深く打ち込むことの地
下水脈への影響は高く、仮に何か
あった場合は町民生活や三朝温泉
に多大な影響を与える。何か所か
の試掘調査を行ったが有効な水源
確保に至っておらず、莫大な費用
をかけるのは現実的でないと考え
ている。

松原
　航空機を利用した探査で目安を
付けるような技術があるらしい
が、大瀬周辺に新たな水源を開発
するとリスク分散にもなるのでは
ないか。

町長
　リスク分散は大事なことであり、
探査等ではなく、今までに蓄積した
本町が持つ候補地の中から探すの
が適当と考える。

松原
　新校舎完成時点で想定される学
級数に合わせて規模縮小や有効活
用策の考慮が必要ではないか。

町長
　50年に１度の大きな事業であ
り、将来にわたって有効に使って
行かなければならない。
　中学校施設の一部として活用す
ることも考えておかなければなら
ない。

教育長
　今の児童を大切にしながら進め
る。実施設計の段階では有効活用
できるもの、また、国のGIGAスクー

ル構想も加味
し、小学校施
設等検討委員
会や教育委員
会の中で協議
を進める。

松原
　小学校を建設すると町財政が立
ち行かなくなるとの不安を聞くが、
建設資金計画の国庫補助金等を含
めた概要を示すべき。また、町民
の皆様に丁寧に説明するべき。

町長
　丁寧に説明しなければならない
と思っているが、今は検討段階で
あり概算を示せる状況にない。

教育長
　小学校統合では過疎地域に指定
されている間の補助率は10分の
5.5である。

町長
　昨今は補助率を満たさない状況
も起きているので、説明しながら
迅速に作業を進めたい。

松原
　不確定要素は承知しているが、
残りの4.5に対しても過疎地域自
立促進法による起債が認められれ
ば、地方財政措置により、自主財
源負担は大きくないと試算してお
り、資金計画についても適正に進
めて頂きたい。

建設候補地はバス通り近くに

水源への影響懸念とのことだが

新たな水源調査でリスク分散は

建設規模縮小や活用性の考慮を

建設費の概算は公表できないか

松原　成利 議員

旧候補地：西小学校東側の大瀬地内

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）４月10
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遠藤
　竹田保育園の役割は他園での入
所困難である場合や緊急時の受皿
の役割とするとあるが、受入不可
能が今後起こり得るか。

町長
　今後総定員をオーバーすること
は考えにくい。低年齢児童は児童
福祉法で施設基準により大きく受
入人数を増やせないため。

遠藤
　仮に低年齢児童が、みささこど
も園、賀茂保育園に受入困難が生
じても、子どもの親は竹田保育園
に行くとは私は考えられないが。

町長
　言われることは同感。一番最低
限には待機児童にならないよう入
所できる環境、枠をそろえておく
ことが第一。

遠藤
　公立保育園（みささ、竹田）の
正職員数は調理師を含め13人。み
ささこども園が指定管理になれば
配属をどうするか。

町長
　本庁の中で一般職と同じ仕事を
していただく。

遠藤
　賀茂保育園が指定管理に入って
13年目。修繕維持管理費が増加し
ている。時期的に民間譲渡を考え
るべきでは。

町長
　今の段階では考えていない。

町内園で受入不可が起こり
得るか

他園で受入不可の際、竹田
保育園に預けるか

指定管理導入後、職員の配
属は

賀茂保育園の民間譲渡は

遠藤
　町内には700 ～ 800人（50歳
以下）の未婚の方がおられる。婚
活に対する行政の積極的な取り組
みが必要では。

町長
　町単独ではなく、ふるさと広域
連合、とっとり出会いサポートセ
ンター倉吉センターが開設し、対
応しているが取り組みが地域に届
いていない。

遠藤
　近年職員の再任用が多くなった
が、これらの人の中から結婚専門
員（仮名）を選任しては。

町長
　細やかな対応が必要。官民一体
となり熱心に取り組む体制つくり
が必要。

婚活へ積極的な取り組みを 婚活専門員の選任を

遠藤
　魅力ある町づくりで三朝を好き
になってもらうことが大事といわ
れるが、本町をアピールするには
今、何が一番必要か。

町長
　魅力的まちづくりこそが最大の
人口減少対策と考えている。一番
何が必要かと言われれば、発信力
の強化。人の元気の連鎖が人口の
減少対策につながればと思う。

本町のPRには何が必要か

遠藤勝太郎 議員

保
　
育

人
口
減
少

答  待機児童発生を防ぎ、職員配置は柔軟に対応

答  魅力的なまちづくりこそが最大の人口減少対策

問 �運営や職員、施設など保育
園の今後は

問 �人口減少を止めるには

みささこども園

婚活へ積極的な取り組みを
○11



藤井　克孝 議員

福
　
祉 答  解決に向けて各関係機関と連携

問 �地域の身近な問題について

藤井
　住民同士の支え合い、各団体、
協議会、小地域で連携することが
課題解決につながると思う。福祉
に関する心配事や相談を受けた際
の解決方法は。

町長
　心配事や相談の内容によって、
地域包括支援センター、社会福祉
協議会、福祉事務所、消費生活セ
ンターなどの関係機関と連携し、
課題の解決に当たっている。

藤井
　ひとり暮らしの高齢者への声か
け、安否確認、見守り活動はどの
ようにされているのか。

町長
　地域包括支援センター、社会福
祉協議会、民生児童委員、愛の輪
運動訪問員、介護サービスに関わ
る関係機関と連携を図り見守って
いる。

藤井
　福祉に関する情報提供、関係行
政機関などの紹介は。

町長
　町報や社協だより、防災無線、
チラシ配布などを活用し、今後も
状況に応じてわかりやすい情報発
信を行っていきたい。

藤井
　いじめ、不登校問題の相談や児
童虐待の早期発見、対応に向けた
関係機関との連携はどのようにさ
れているのか。

町長
　学校現場だけでは対応が難しい
課題や専門的な支援が必要な場合
には、児童相談所や医療機関、町
の要保護児童対策地域協議会と連
携し課題解決に向け検討を重ね、
適切な対応を行っている。

福祉に関する心配事や相談
の解決方法は 高齢者の安否確認は

福祉に関する情報提供

いじめや児童虐待等の早期
発見

訪問看護を受けるお年寄り

民生委員に相談

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）４月12
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【議案に対する賛否】

議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議案名

松
原
　
成
利

松
原
　
茂
隆

石
田
　
恭
二

吉
田
　
道
明

山
口
　
　
博

藤
井
　
克
孝

遠
藤
勝
太
郎

福
田
　
茂
樹

平
井
　
満
博

山
田
　
道
治

牧
田
　
武
文

清
水
　
成
眞

結
　
果

町長提出議案名

（3月定例会）

1 令和2年度三朝町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

2～
11 令和2年度三朝町特別会計予算（10件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

12 三朝町被災者住宅再建等支援条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

13 三朝町長期継続契約を締結することができる契約を
定める条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

14 三朝町印鑑条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

15 三朝町保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

16 三朝町水道事業給水条例及び三朝町簡易水道等給水
条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

17
三朝町特定公共賃貸住宅の設置及び管理に関する条
例及び三朝町営住宅の設置及び管理に関する条例の
一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

18
布設工事監督者が監督業務を行う水道の布設工事並
びに布設工事監督者及び水道技術管理者の資格を定
める条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

19 三朝町温泉配湯条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

20 三朝町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

21 定住自立圏形成協定の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

22 三朝町過疎地域自立促進計画の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

23
～
28

令和元年度三朝町一般会計補正予算（第5号）
令和元年度三朝町特別会計補正予算（5件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案名

議3 議会改革調査特別委員会の設置に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※○は議案に対する賛成、●は反対等であることを意味しています。　※清水成眞議長を除く11名の賛否状況です。

【陳情】　3月定例会の陳情に対する審査結果です。
件　名 提　出　者 審査結果 審　査　意　見

放送法における「受信設備の設置」概念の法に適
合した運用についての陳情 倉吉市　足羽　佑太 不採択 放送法の趣旨を逸脱しているとは言い難い。

自衛隊の中東派遣に反対する意見書の提出につ
いての陳情 倉吉市　足羽　佑太 不採択 一地方議会が異を唱えるべき事項ではない。

女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准
を求める意見書の提出を求める陳情 新日本婦人の会鳥取県本部 趣旨採択 政府において検討されており、一地方議会が判

断すべき事項ではない。
選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改正
を求める意見書提出を求める陳情 新日本婦人の会鳥取県本部 不採択 現段階では国民の理解が十分に得られていない。

日本軍「慰安婦」問題の真の解決を求める陳情 新日本婦人の会鳥取県本部 不採択 これまで多くの議論や対策がなされてきている
ほか、「慰安婦問題日韓合意」が締結されている。

厚生労働省による公立・公的病院名の公表の白紙
撤回と地域医療の充実を求める意見書の提出を
求める陳情

鳥取県医療労働組合連合会
鳥取県社会保障推進協議会

採　択
意見書提出

地域医療の充実は欠かせないものであり、「再検
証」を要請する公立・公的病院名の公表は受け
入れられるものではない。

公定価格の改善、待機児童解消、保育士の処遇改
善のための必要な措置を求める意見書の提出を
求める陳情

鳥取の保育を考える会 採　択
意見書提出

保育施設の安定的な運営や保育の質の確保のた
め、財源を確保するなど必要な措置を講じるべ
きである。

安倍総理大臣による「桜を見る会」の私物化の究
明について各方面に働きかけを求める陳情 三朝革新懇 不採択 国において既に議論が行われており、一地方議

会が働きかけを行うべき事項ではない。
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～私の思い～

　今、三朝町にあるものを利用して、より多くの方
が魅力を感じ、誰もが暮らしやすい町にしていきた
いです。
　まず、暮らしやすい町にするために、町のバスを
使い、コミュニティーバスを整備できないかと考え
ました。今、町内を走るバスでは、利用できる時間
帯が限られており、値段も高いです。子どもたち
やお年寄りが町内を自由に行き来できるようになる
ことで、いきいきと生活できるようにしていきたい�
です。
　また、魅力ある町にするために、廃校になった校
舎を再利用はできないかと考えました。例えば、宿

泊施設や観光施設、介護
施設として再利用するの
はどうでしょう。全国的
に見ると、廃校になった
校舎を、多くの人が集ま
ることのできる施設として、様々な方法で再利用し
ています。多くの方々に訪れてもらうことで、町の
活性化につながると思います。
　さらに、三朝町を誰もが暮らしやすく魅力的な町
にしていくための方法をみんなで考えていく機会が
あると良いと思います。

誰もが暮らしやすく魅力的な町へ

三朝中学校３年
中　本　征　汰

シリーズ 大好き みささ町

町村議会広報コンクール鳥取県審査で努力賞を受賞
　議会だより第116号「こんにちは みささ議会です」
が第34回町村議会広報コンクールの鳥取県審査で努力
賞を受賞しました。読み易く分り易い紙面への改革が
評価されたもので、編集委員一同、これを励みに更な
る改善に取り組んで参りますのでご期待ください。

「新型コロナウイルス感染症の影響に対する支援について」
● 町に対して要望書提出 ●

　三朝町議会では、新型コロナウイルス感染拡大に伴う町内宿泊施設、事業所等への影響を懸念し、去
る４月９日（木）、町長に要望書を提出しました。
【要望の要旨】

１．�事業所等への影響を調査し、早急に実態把握を行う事。
２．�三朝町ができ得る実施可能な支援策を取りまとめて迅速に実施
する事。

３．�あらゆる支援策の検討および実施を国・県に対し要請する事。

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）４月14


